
～これまでの講座紹介～

　テントやレインコートなど身の回りにあるアウトドアグッズによ
る防災への応用方法や、綿やウールといった服の素材ごとの特性
（吸湿発熱性、保温性）と災害時の状況に適した衣類の説明、災害
時の状況を分かりやすい指標やイラストでご紹介いただきました。
　AR（拡張現実）による浸水実験では、膝の高さまで水が溢れて
いるところを歩くときにかかる負荷を、実際に体感しました。
　また、災害時に女性に必要なものの備えの確認（下図）や、物
資の備蓄に対する女性と男性のニーズの違い、災害後の女性に対
する暴力の防止など男女共同参画の視点からの防災についても学
びました。

日時：令和６年１月12日（金）午前10:00～正午
講師：あんどうりす  さん（アウトドア防災ガイド）

暮らしに役立つゆるっとアウトドア防災術講 
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◆知らない情報が多く、とても参考になりました。体験をいろ
　いろできたのでより実践的に学べました。
◆家の中でテントを張るなどの考えはなく、寒さ対策にもいろ
　いろな方法があることを知りました。親子で着れるレインコ
　ートなど良い情報をありがとうございました。何度もお聞き
　したいと思いました。

参加者からの声

　性別に関わらず誰もが家事・育児に参加することに関心を持ってもらうことを目的に、家事・育児を楽しむパパ
ママや祖父母と子どもがふれあう写真を紹介するフォトコンテストを開催しました。
　市役所総合センターや男女共同参画フォーラム当日に市民の皆様から投票を頂き、最優秀賞、優秀賞（2作品）
が決定しました。写真のご応募、また投票してくださった皆様、ありがとうございました。

　離乳食にもだんだん慣れてきて、食べ物に対
しても、すき、きらいの表情がはっきりしてき
ました。お休みの日の離乳食はパパが担当。な
んとか食べてもらおうと、パパも一緒に「あー
ん！」しています。

だれもが楽しく家事・育児」フォトコンテスト受賞作品決定！

最優秀賞　 優秀賞　

「大きなおくちであーん」
　パパと一緒に粉まみれ
になりながら、楽しくお
手伝い。

「これもならべていい？」
　安満遺跡公園でいっぱい
遊んだ後は、パパのおんぶ
で帰るのが最高に幸せです！

「パパつかれたよ。」

優秀賞　

　職場や地域などの対人関係における「コミュニケーション
の自己点検」を行い、関係を悪化させることなく、言うべき
ことを主張する「建設的な注意・提案の仕方」「相手を尊重
したNOの伝え方」などを講義いただきました。

　アサーティブに伝えるためには、自分も相手も同じ人間と
して尊重することが大事です。攻撃的、受け身的、作為的で
はなく、「自信を持って落ち着いて、さわやかに」考えを伝
えるため、事例を交えたロールプレイを通じて、受講者は熱
心に取り組んでいました。

　自己主張という意味ですが、一方的な主
張ではなく、自身や相手を尊重しながら、
適切に自己表現を行うことです。自他尊重
のコミュニケーションといえます。

講師の寺地さんと、熱心に演習に取り組む
参加者の皆さん

日時：令和６年１月19日、26日、2月2日の（金）14:00～16：00
講師：寺地　典子  さん（アサーティブジャパン認定講師）

女性のためのリーダーシップ　｢アサーティブトレーニング講座」講 
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◆実習があったことで、相手の考えやコミュニケーションをと
　ることができて、自分の中にすんなり入ってきました。
◆先生のお話が聞きやすく、またペアでの話をしやすかった。
　実例がわかりやすかった。

参加者からの声

「アサーティブ」って？

ARでヴァー
チャル体験

も


